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事業の概要 

東洋療法学校協会は、平成２４年４月から公益社団法人に移行してから５年目となるが、あん摩・

マッサージ・指圧、はり、きゆうに関する教育の調査研究及び教材等の開発、学術大会の開催、教

員の研修、はき実技評価等を行うことにより、あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゆう師の学

校（あん摩マッサージ指圧師、はり師及びきゆう師等に関する法律（昭和２２年法律第２１７号）

第２条第１項の規定に基づく学校又は養成施設をいう）の教育の振興と、国民の保健衛生の向上に

寄与するために、定款に定める事業の推進と継続的発展を図り、あはきに関する普及啓発と安全性・

技能向上に、より一層努めた。 

 

１．公益目的事業 

１）学術大会の実施と学会誌の発行事業 

 学術大会の開催と学会誌の発行を通じて、あはき師の学校教育の振興を図り、国民の保健衛生

の向上に寄与した。 

 (1)「第３８回学術大会」 

開 催 日：平成２８年１０月１２日（水） 

開 催 場 所：北とぴあ（東京都北区王子１－１１－１）  

大会テーマ：「あはきの可能性 ―様々な現場で活躍するあはき師―」 

参 加 校：３１校 

参 加 者 数：２，２４９名 

主 管 校：東京医療専門学校 

   特 別 講 演：三潴 忠道 (福島県立医科大学漢方医学講座教授) 

「地域医療の中のあはき師の役割」 

特 別 講 演：泉  重樹（法政大学健康スポーツ学部准教授） 

         「スポーツ現場におけるあはき師の役割」 

  研究発表校：３０校 

  演 題 数：口頭発表（１４題）、ポスター（２１題） 

 (2)研究発表論文を集約した学会誌（第４０号）を３，１００部発行し、会員校・関係団体に販

売と配布を行った。 

 

２）研修会事業 

 研修会を開催することにより、あはき師の学校教育の振興を図り、国民の保健衛生の向上に寄

与した。 

(1)教員研修会の開催を通じて、教員により広い視点からの教育方法やあはきに関する知識を

習得させ、資質の向上を図ることが出来た。 

 「第４０回教員研修会」 

開 催 日：平成２８年８月２日（火）～８月３日（水） 

開 催 場 所：大阪ガーデンパレス  

大会テーマ：「専門学校の現状と課題、夢、未来！」 

参 加 校：４２校（内非会員校１校） 

参 加 者 数：２４３名（内非会員校１名） 
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主 管 校：明治東洋医学院専門学校 

教 育 講 演：三浦 真琴 (関西大学教育推進部教授) 

「学生をアクティブにする授業」 

市民公開講座：矢野  忠 (明治国際医療大学特任教授) 

「超高齢社会における東洋医学の役割」 

 

３）アンケートによる調査研究事業 

(1)入学者の構成に関するアンケート調査 

平成２８年度の入学生を対象に、第１４回「入学者の構成に関するアンケート調査」を実

施し、集計結果を参加校に配布と同時に学校協会ホームページに掲載を行った。アンケート

事業は、公益事業であることから非会員校にも参加を呼び掛け、下記のとおり協力が得られ

たことにより調査内容に厚みを増すことが出来た。 

「入学者の構成に関するアンケート調査」 

調査月日：平成２８年５月１２日～平成２８年５月３１日 

参 加 校：６２校（内非会員校１９校） 

対 象 者：２８年度入学生 

参加者数：合計 ２，９６６名 

（内訳 あマ指課程 ２２４名、はき課程 １，８０２名、あはき課程 ９４０名） 

(2)あはき師免許取得者の進路状況アンケート調査 

あはき師の学校・養成施設の卒業生が、国家試験に合格し、免許取得後にどのような場で

活躍しているのかの職務状況、収入、施術患者数等のアンケート調査を、平成８年度から５

年毎に実施し、平成２８年度調査が第５回目であり、今後の学校教育・経営に資する貴重な

基礎資料を得る事が出来た。アンケート事業は、公益事業であることから非会員校にも参加

を呼び掛け、下記のとおり協力が得られた。調査結果については、小冊子に取り纏め参加校

及び関係機関への配布と同時に、学校協会ホームページに掲載を行った。 

「あはき師免許取得者の進路状況アンケート調査」 

調査実施日：平成２８年１０月１日現在 

調査対象者：会員校及び非会員校卒業者で、平成２３年度から平成２７年度までの国家試

験に合格し、あはき師の免状を取得した者 

参 加 校：４７校（内非会員校３校） 

調査対象者数：１１，６０７名（調査客体数 １０，９０４名） 

回 答 者 数：２，６１５名（回答率２４％） 

 

４） 実技評価事業 

(1)はりきゅう実技評価 

「はりきゅう実技評価委員会」に登録した実技評価者が、実技評価審査事業に参加を申し

込んだ学校に赴き、「実施要領」に基づき鍼灸実技教育の到達レベルを客観的かつ統一的に評

価試験を実施し、実技の質向上に努めた。 

また、平成２５年度からは実技評価に参加した学校・学生に対し、モチベーションを高め

るために学校協会から認定証の発行を行っている。 

  「はりきゅう実技評価審査」 
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参 加 校：２８校【詳細は、会議の開催及び運営状況に掲載（内非会員校１校）】 

評価を受けた学生数：１，３６５名 

派 遣 評 価 委 員 数：１２７名 

 

５）助成事業 

この事業は、学校協会定款の目的に合致する他団体が実施する事業への助成を通じて、あん

摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の学校教育の振興を図り、国民の保健衛生の向上に寄

与することを目的とするものである。 

(1)学術大会研究発表校に対する助成 １５０万円（１校 ＠５万円×３０校） 

(2)助成団体 「国民のための鍼灸医療推進機構」 助成金額 １００万円 

(3)つくばで開催されて世界鍼灸学会連合会学術大会（ＷＦＡＳ） ５０万円 

 

６）教材の調査研究事業 

新しい製品や教材、書籍が発売された際に、当該製品が学校協会から見て教材、書籍として

良品であり、あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゅう師の養成学校において使用することが

適切であるかを検討している事業であるが、平成２８年度は出版社等から書籍等の推薦依頼の

申込みがなかった。 

 

 ２．収益事業等 

１）東洋療法に関する教科書等の作成及び改訂事業 

(1)改訂事業 

(ｱ)全面改訂 

   ・「東洋医学臨床論」教科書の全面改訂に向けて、教科書検討小委員会で検討 

・「スポーツ東洋療法ハンドブック」の全面改訂に向けて、平成２７年度に小委員会を立ち

上げ、東京オリンピック前の平成２９年度中の発刊を目指して執筆・編集に取り組んでいる。 

 

２）模擬試験事業 

あはき師国家試験に備えた模擬試験を実施することにより、問題作成のための勉強会や良質

な試験問題作成等を通じて教員の資質向上や、学生のあはき師国家試験対策を図ることが可能

となるため、第４回目の模擬試験事業を実施した。非会員校にも参加を呼び掛けた結果、下記

の事業内容となった。 

「第４回模擬試験」 

 ・試験実施日  平成２８年１１月５日（土）～２０日（日） 

 ・参 加 校  ６５校（内非会員校 ２３校） 

 ・受 験 者 数  ２，４９６名（内非会員校 ４４４名） 

 

３）会員相互扶助 

(1)研修会事業 

会員校の代表者及び教職員、非会員校の教職員等に対し、「あはき師学校養成施設カリキュ

ラム等改善検討会」報告書内容に関する研修会の開催 

(ｱ)企画調整部【出席者数９２名（含む非会員校３５校 ３５名）】 
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 開 催 日：平成２９年度３月１４日（火） １６：００～１７：００ 

 開催場所：浜松町東京会館オリオンルーム（世界貿易センタービル３９階） 

 研修内容：「あはき師学校養成施設カリキュラム等の見直しについて」 

講  師：厚生労働省医政局医事課 医事専門官 佐生 啓吾      

                 医事係主査 立花慎太郎 

研修内容：あはき師の養成カリキュラム改定に伴う通信制大学の活用 

講  師：人間総合科学大学 学務課広報 金子 裕一 

 （ｲ）法制部【出席者数９６名（含む非会員校５校 ７名）】 

 【東日本】 

開 催 日：平成２８年度１１月１０日（木）１４：００～１６：００ 

開催場所：東京医療福祉専門学校  

研修内容：「あはき師学校養成施設カリキュラム等改善検討会」報告書の詳細説明 

講  師：坂本 歩学校協会会長・長川 英樹放送大学学園教育課長 

参加校数：３１校（内非会員校 ３校） 

参加者数：６１名（内非会員校 ５名） 

【西日本】 

開 催 日：平成２８年度１１月１７日（木）１４：００～１６：００ 

開催場所：森ノ宮医療学園専門学校  

研修内容：「あはき師学校養成施設カリキュラム等改善検討会」報告書の詳細説明 

講  師：坂本 歩学校協会会長・鈴木 賢一放送大学学園教育課長補佐 

参加校数：２０校（内非会員校 ２校） 

参加者数：３５名（内非会員校 ２名） 

(2)会報事業 

当協会の運営・活動状況を、会員校に情報提供するための会報を年４回発行し、各会員校及

び監督官庁並びに関係諸団体等に配布を行った。 

・会報 第１０７号～１１０号を発行 

(3)表彰事業 

(ｱ)各会員校の特別に優秀な卒業生に対し、その努力を称えるための「盾」を当協会会長か

ら授与した。 

・優秀卒業生数 ４３名 

(ｲ)学術大会での研究発表者に対し、当協会会長から「表彰状」を授与した。 

・学術大会表彰者数 １８４名（３０校） 

 

４．その他 

１）厚生労働省医政局医事課に対し、①あはき師養成施設指導要領の見直し（必要単位数に最低

授業時間数を併記）、②校外における実習等の認可、③講義・実習等への教員資格が無くても、

高い専門性を持つ有識者の登用を認めて頂きたいとの要請を長年行ってきた結果、厚生労働省

が平成２７年度に「あはき学校養成施設カリキュラム等改善検討会」を設置し、平成２８年度

にかけて計５回の検討会が開催され、認定規則等の改正を踏まえた総単位数の引上げ・最低履

修時間数の設定、臨床実習の在り方、専任教員の見直し等が報告書に纏められ、平成３０年度

から実施されることとなった。 
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(1)学校協会では、「あはき学校養成施設カリキュラム等改善検討会」の報告書を受けて、報告

書内容に対応するために、新カリキュラムワーキンググループを立ち上げて、教材・臨床実習

マニュアル・実技評価・臨床実習指導者講習会・国試改善のあり方等について、精力的に話し

合いが持たれた。 

 

２）平成２９年２月実施の第２５回あはき師国家試験問題等について、各会員校から意見を求め、

国家試験検討委員会において協議取りまとめを行い、「第２５回あはき師国家試験に対する意

見」として、(公財)東洋療法研修試験財団理事長に提出をみた。 

 

３）各会員校とのネットワークの強化、各会員校の学生募集への寄与、あはきの普及啓発のた

めにホームページの充実を図っているが、その一環として会員校から「東洋雑学事典Ｑ＆Ａ」

の提出を頂き、ホームページに「東洋雑学事典Ｑ＆Ａ」の掲載を引き続き行っている。 

 

４）広報活動の一環として「会員校名簿」「会員校要覧」及び「会員校学生募集要項」等の作成、

リーフレットは部分的な見直しを図って会員校のほか行政機関、業界団体並びに一般関係者に

対し情報提供の資料として活用を行った。 

 

５）昨年度に引き続いて、（公財）東洋療法研修試験財団が発行する「厚生労働大臣免許保有証」

の申請手続きは、１６校から９９名の申込みがあった。 

 

６）事業推進のため、関係行政機関との連携を密にし、（公財）東洋療法研修試験財団、（公社）

全日本鍼灸学会、あはき等法推進協議会、マッサージ等将来研究会、国民のための鍼灸医療推

進機構等のほか教育団体及び関係団体との情報交換を密にし、相互協力・連携強化に務めた。 

 


